
　平素より格別のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　当社第44期第2四半期累計期間（平成24年5月1日〜平成24年10月31日）の報告書をお届けするにあたり、業務の概況、及
び業績等についてご報告申し上げます。
　本年度前半におけるビジネス環境は、「営業の概況」でご説明いたしますように、震災の復興需要等を背景に緩やかな景
気回復の動きはあるものの、円高の長期化や新興国経済の減速等、市場の元気さを取り戻すにはネガティブな状況が続いて
おります。更に、当社の最終主要顧客先である食品関連市場に於いては、天候不順、温暖化などによる影響が農産、水産と
もに及んでおり非常に厳しい状況で推移いたしました。
　このような状況のなか、当第2四半期累計期間の業績は連結ベースの売上高は13億1百万円、営業利益10百万円、経常利益
は19百万円となりそれぞれ前年同期を上回ることが出来ました。なお、最終損益は投資有価証券の評価損の計上により、7百	
万円の純損失の結果となりました。
　上記のような実績、及び今後の成長への投資などを総合的に勘案し、配当金につきましては、中間配当金として1株当た
り4円とし、支払開始日を平成25年1月8日とさせていただきましたので、株主様のご理解を心からお願い申し上げます。

　さて、本年度は、めまぐるしく変化する市場環境に適切に対応していくため「SHINKAキュービック」を全社スローガン
に掲げた革新活動に取り組んでおります。その意味するところは3つのSHINKAです。①何事も掘り下げて行く“深化”、②常
に変革し前進を続ける“進化”、そして③本領を発揮し、成果に結びつける“真価”をキーワードとしております。
　具体的な取り組みとしては、生産環境を広げ、そして新たな事業分野を広げる事を目指し
　1）戦略製品（ソフトラップ、深絞り用フィルム、三方袋製品など）による顧客層拡大
　2）非食品用途向け製品の新たな商権確保
　3）高付加価値製品の開発、内製化
　4）新興市場（中国等）開拓の促進
　などを軸とした活動を展開して行きます。昨年7月に完成し12月に新規設備を導入・稼動開始の本社
新工場棟はこれらの施策を進めるに重要な役割を果たして行くことになります。
　また、今後とも更なる体質強化に取り組み、原材料の高騰や消費低迷に弾力的に対応出来る経営を
目指して参ります。
　株主の皆様におかれましては、一層のご理解をいただき、今後とも引き続き変わらぬご支援、ご指
導を賜りますようお願い申し上げます。

平成25年1月

株主の皆様へ

通期の見通し

代表取締役社長

第44期	中間報告書
平成24年5月1日〜平成24年10月31日

証券コード ： 7899

　第44期（平成24年5月1日〜平成25年4月30日）通期につきましては、上期同様に不透明な経営環境はまだ当面続くものと考え
ております。原料価格に大きく影響する『原油価格動向』や『為替相場』など非常に先読みが難しい環境に加え、『世界経済の
動向』や『先行きの国内景気停滞懸念』など市
場そのものについて楽観できる状態ではありま
せん。
　当社としましては、そのようななかでこそ中期
的視野での事業戦略を着実に進めていくことが重
要と考えております。そして業績予想につきまし
ては、新製品群や産業用途を拡販し確実に売上に
反映させる、更なる工程改善や経費削減、海外安
価原料の導入や付加価値取り込みによる利益体質
改善、製造インフラ整備及び将来主力製品に対応
した設備投入などの結果、連結ベースでの売上高
27億50百万円、営業利益30百万円、経常利益35
百万円、当期純利益8百万円を計画しております。

売 上 高
通期予想
（第44期） 2,750百万円 （前期比	 5.6%増）
前年実績（第43期）	2,604百万円

営 業 利 益
通期予想
（第44期） 30百万円 （前期比	35百万円増）
前年実績（第43期）	 △9百万円

経 常 利 益
通期予想
（第44期） 35百万円 （前期比	122.9%増）
前年実績（第43期）	 15百万円

当期純利益
通期予想
（第44期） 8百万円 （前期比	38百万円増）
前年実績（第43期）	 △30百万円



　当第2四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等を背景に、緩やかな景気回復傾向の兆しが見ら
れる一方、欧州債務危機等による世界経済の減速懸念や円高の長期化に加えて、チャイナリスクに代表される新興国経済の
減速等から、依然として景気の先行きは不透明な状況が続きました。
　このような状況のなか、当社グループは「フィルミックス」シリーズの新製品群による販売拡大に努めてまいりました。
食品分野、非食品分野ともに新製品群が堅調に増加した結果、売上高は13億1百万円となりました。
　利益につきましては、原材料価格が高止まりに推移するなか、全社あげてのコスト削減に取り組みました結果、営業利益
は10百万円となりました。また、受取利息や作業くず売却益の計上も加えた経常利益は19百万円、保有している投資有価証
券の減損処理により投資有価証券評価損を計上した結果、四半期純損失は7百万円となりました。
　用途別の売上高につきましては、食品分野においては深絞りなど自動機対応品による新製品群の伸びが奏功し、7億96
百万円となりました。
　非食品分野においては、医療用途向けが、従来の安定量産品に加え、新たな商材も追加となり、更に自動車関連等の新需
要拡大により、2億58百万円となりました。
　商品につきましては、突き刺し強度の高いフィルム（SPパック）への要求は多く好調な販売を継続していることに加え、
子会社エイワファインプロセシング㈱の加工売上も拡大しており、2億45百万円となりました。

　用途別売上高は次のとおりであります。

売上高の内訳 （単位：百万円）

（注）�１．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
２．�当連結会計年度より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期比の数値については記載
しておりません。

（注）平成23年4月期は当社単体の数値、平成24年4月期通期以降は連結の数値となっております。

営業の概況
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用途別
第44期第2四半期累計
自 平成24年 5 月 1 日（至 平成24年10月31日） 前年同四半期比（％）

製

品

食 品 796 －
非 食 品 258 －
製 品 合 計 1,055 －

商品及び子会社加工売上 245 －
合 計 1,301 －

第44期第2四半期累計実績 （単位：百万円）



連結貸借対照表 連結損益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

科目 前期末
（平成24年4月30日現在）

当第2四半期末
（平成24年10月31日現在）

資産の部
流動資産 2,461 2,403

固定資産 1,377 1,551

有形固定資産 1,078 1,276

無形固定資産 0 0

投資その他の資産 298 274

資産合計 3,839 3,955

負債の部
流動負債 683 823

固定負債 79 71

負債合計 762 895

純資産の部
株主資本 3,502 3,473

その他の包括利益累計額 △425 △413

純資産合計 3,076 3,060

負債純資産合計 3,839 3,955

（単位：百万円）

科目
当第2四半期

自�平成24年 5 月 1 日（至�平成24年10月31日）
売上高 1,301

売上原価 917

売上総利益 383

販売費及び一般管理費 372

営業利益 10

営業外収益 14

営業外費用 5

経常利益 19

特別損失 13

税金等調整前四半期純利益 5

法人税、住民税及び事業税 7

法人税等調整額 6

少数株主損益調整前四半期純損失 △7

四半期純損失 △7

（単位：百万円）

科目
当第2四半期

自�平成24年 5 月 1 日（至�平成24年10月31日）
営業活動によるキャッシュ・フロー 110

投資活動によるキャッシュ・フロー △134

財務活動によるキャッシュ・フロー △23

現金及び現金同等物の増減額 △47

現金及び現金同等物の期首残高 716

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 7

現金及び現金同等物の四半期末残高 676

四半期連結財務諸表

1

2

3

4

5

（注）�当連結会計年度より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期の数値につ
いては記載しておりません。

ポイント解説

1 たな卸資産が増加したものの、前期末が金融機
関の休日であったため受取手形等が増加してい
たことや固定資産の取得により現預金が減少し、
流動資産は減少。

2 固定資産は新工場棟建築に伴い増加。

3 負債については、新工場棟建築に伴い設備未払
金が増加。

4 純資産は利益剰余金が減少。

5 特別損失としては、投資有価証券の評価損を計上。

ホームページのご案内
ホームページで情報を提供
当社のホームページでは、会社情報、取
扱製品などに加え、IR情報を掲載してい
ます。ぜひご覧ください。

http://www.c-mics.com/　当社は、平成25年1月4日（金曜日）
付をもって、単元株式数を1,000株か
ら100株に変更いたしました。これ
により、取引所における売買単位も
100株に変更となり、お求め易くな
ります。

※	現在の株主各位におかれましては、今回
の単元株式数の変更に伴う手続きは一切
不要です。

トピックス

単元株式数を1,000株から100株に変更！



認 定 番 号 8 1 3

発行可能株式総数	 23,850,000株
発行済株式の総数	 5,850,000株	（自己株式610,606株を含む）
株 　 　 主 　 　 数	 788名
上位10名の株主

地域別株主構成

（注）	当社は自己株式610,606株を保有しておりますが、上記からは除外しております。また、持株
比率については自己株式を控除して計算しております。

会社の概況	 （平成24年10月31日現在） 株式の状況	 （平成24年10月31日現在）

株　　主　　名 持株数（株） 持株比率（%）
盛田エンタプライズ株式会社 2,608,000 49.77
名古屋中小企業投資育成株式会社 210,000 4.00
MICS 化 学 従 業 員 持 株 会 128,774 2.45
株 式 会 社　 三 井 住 友 銀 行 120,000 2.29
MICS 化 学 取 引 先 持 株 会 113,000 2.15
佐 藤 兼 義 111,000 2.11
日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス
信託銀行株式会社（信託口） 62,000 1.18

阪 田 和 弘 50,000 0.95
林 　 隆 司 47,000 0.89
伊 藤 公 一 43,000 0.82

社 名 MICS化学株式会社
資 本 金 ７億74百万円
創 業 昭和34年２月
従 業 員 80名（他に臨時雇用者11名）
主要な事業内容 多層チューブフィルムの製造、販売

ウレタンチューブフィルムの製造、販売
グラビア印刷ならびに製袋加工
シュリンクラベルフィルムの加工販売
その他合成樹脂製品の販売

本 社 愛知県愛知郡東郷町諸輪北山158−89
電話　0561−39−1211
URL	:	http://www.c-mics.com/

役 員
代表取締役社長 林　　　隆　司
代表取締役 原　田　尚　知
取 締 役 伊　藤　公　一
取 締 役 佐々木　　　桂
取 締 役 木　田　逸　夫
取 締 役 伊　藤　久　美
取 締 役 北　村　　　博
常勤監査役 長谷川　　　隆
監 査 役 田　中　孝　治
監 査 役 佐　原　司　郎

会 計 監 査 人 有限責任監査法人トーマツ

事 業 所
北日本事業部
札幌営業所

札幌市手稲区新発寒６条1−1−5札 幌 工 場
仙 台 営 業 所 仙台市青葉区本町1−14−18
東 京 営 業 所 東京都中央区日本橋人形町3−1−17
名古屋営業所 愛知県愛知郡東郷町諸輪北山158−89
大 阪 営 業 所 大阪市福島区福島1−3−11
広 島 営 業 所 広島市東区上大須賀町1−16
福 岡 営 業 所 福岡市博多区豊1−8−21
本 社 工 場 愛知県愛知郡東郷町諸輪北山158−89
東 京 工 場 埼玉県越谷市小曽川字居377

子 会 社
エ イ ワ フ ァ イ ン	
プロセシング株式会社 埼玉県越谷市大間野町3丁目108

米可思化学商貿
（蘇州）有限公司 中国江蘇省蘇州市高新区鄧尉路9号

株主メモ

愛知県愛知郡東郷町諸輪北山158−89
電話　0561−39−1211㈹

（証券コード：7899）
（ご注意）
1．	株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりま
す。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三
菱UFJ信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。

2．	特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱
UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にても
お取次ぎいたします。

3．	未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

事 業 年 度
期末配当金受領株主
確 定 日
中間配当金受領株主
確 定 日
定 時 株 主 総 会
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関
同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所
公 告 の 方 法

５月１日〜翌年４月30日

４月30日

10月31日

毎年７月

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話	0120−232−711（通話料無料）
大阪証券取引所　JASDAQ市場
電子公告により行う
公告掲載URL　http://www.c-mics.com/
（ただし、電子公告によることができない事故、そ
の他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経
済新聞に公告いたします。）
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